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要  旨   

本稿は日本人の人間関係や言語行動を支配する社会・文化的特徴を考える枠組みと  

して、ウチ・ソト・ヨソの概念を提唱する。ヨソとは自己とはふだん関係がないがな  

んらかのきっかけで一時的に関係をもつ種類の人間がいる領域である。ヨソのカテゴ  

リーは従来の「内」・「外」の枠組みからの分析や日本人の人格構造の考察のなかで  

は注意が払われなかった。本稿はこのカテゴリーが日本人の言語行動を考える上で重  

要であることを明らかにした上で、自己対ヨソのインターアクションがどのようにな  

されているかを研究するための方法論を考える。  
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】．はじめに   

日本語教育における社会言語学的研究の役割は、日本人の言語行動の研究を通して、言葉が実際  

にどのように使われているかを究明し、教師および学習者の言語行動に対する認識を高めることに  

より、学習者の適切なコミュニケーション能力を育てることであろう。その研究の手段として、ア  

ンケートや面接調査などを通して大量のデータを集めたり、実際の談話を録音・録画して、数量的  

および質的分析が行われてきた。その結果と文法的研究を援用して、今日では実態と理論に支えら  

れた日本語に関するより綿密な優れた情報を提供することができるようになった。しかし、社会言  

語学的研究はさらに、言語の「ふるまい」を究明するにとどまらず、さまざまな形で得られたデー  

タを分析・統合して、日本人の言語行動を支配する文化・社会的思考バターン、行動パターンを探  

ることをその目的にしている。文化人類学、心理学などの領域で盛んに使われている「内」イ外」1）  

の概念も、そのような日本人の社会・文化的思考パターンを考える鍵となるもののひとつであると  

考えられてきた。   

「内」・「外」の定義は一般に、「内」の人間が「家族、自分の会社の人、自分の属するグルー  

プなど」であるのに対して「外」の人間が「親しくない人、他人、他会社の人、他グループの人な  

ど」（平林・浜1988）と説明されている。「内」が状況によってこれよりも狭い範囲をさす場合も  

あるが、「外」の定義はおおむね類似している。この定義に従えば、「外」の人間は「内」以外の人  

間全般をさすと考えられる（図1）。   

しかし、「他会社の人」や「他グループの人」などは、「他人」と同じレベルでとらえられるもの  

であろうか。「他人」を自分とは関係のない人と解釈できるならば、後述する井出・他（1986）の言  

語調査などの結果をみても、日本人が「他人」に対しで「他会社の人」などとは違った対応をして  

いることは明かである。自分あるいは「内」に関連のある「外」のグループと、関連のない「外」  

のグループとは、分けて考える必要があろう。そこで本稿では、社会言語学的分析の枠組みとして、  

自己をとりまく人間層を、ウチ・ソト・ヨソに分けることを提唱する（図2）。  
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図2．ウチ・ソト・ヨソモデル   囲1．「内」・「外」モデル  
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ウチの人間は自己のまわりの家族やごく親しい人々、ソトの人間はごく親しくはないが自己やウ  

チと関連のある人々、ヨソの人間は自己やウチとは関係がないがなにかのきっかけで関係をもちえ  

る人々（例：通行人、電車などでまわりにいる人、サービス業の人など）とする。言語行動の研究  

はこれまで、自己とソトの人間との相互交流を中心にすすめられてきたといえるが、ヨソの層に対  

する非言語行動を含む言語行動の研究は、ほとんど手がつけられていない。筆者はこれまでの調査  

や経験を通して、潜在的には自己と関連をもつ可能性のある人間に対して、どのような態度や言語  

行動をみせるかについて考察することも、日本人や日本人社会を理解する上で重要であると考える  

に到った。   

本稿では自己とウチ・ソト・ヨソの関係について考察し、ヨソに対する日本人の言語行動を研究  

する方法について論じるが、その前に、日本人が自己と他者をどのようにとらえているかに関する  

先行研究を概観したい。  

2．「内」・「外」観念   

「内」・「外」の二分法は、BenedlCt（1946）以来さかんに議論される「人情」と「義理」や「裏」  

と「表」、「本音」と「建前」などの概念と深く結び付いている。日本人の「自己」を考えるとき、  

前者の「内」、「人情」、「裏」、「本音」が自己とその周辺に関連した概念なら、後者は社会に向かっ  

て距離感や遠いを意識した概念である2）。例えば、土居（1975）の「表と裏Jはその英訳のタイトル  

“TheAnatomyofSell”が示唆するように、日本人の自己が「表」と「裏」、「建前」と「本音」、「外」  

と「内」の二次元で表裏一体の関係をもっていることをといている。このような二分法は、日本人  

や日本社会を理解する上で分かりやすく、明快なものである。また、Sumner（1979）のinLgrOup  

とout－grOUpという分け方にもみられるように、他社会とも比較できる普遍性をもった区分法であ  

ろう。しかし、「内」・「外」の枠組みにはいくつかの問題点を指摘することができる。例えば、  

図1には自己がどこにも示されていない。自己がどこに位置するのかが分からなければ、「内」や「外」  

がどのようにひろがっているのかを認識することはできないであろう。日本人の自己がときにはま  

わりの「内」と同化する現象はあっても、自己はあるはずである。また、前述したように、「内」  

が自己の身近な人間を意味するならば、「外」はそれ以外の人間を全部含むカテゴリーと考えてい  

いものであろうか。例えば、サラリーマンにとって取引先の会社の人間が「外」であると同じよう  

に、満員の通勤電車の中にいる人間たちが「外」であるとは考えられないし、同じような態度や言  

語行動をとるともいえまい。「内」・「外」の二分法では、言語行動全般を考えるには足りないと  

いえよう。  

2．日本人の人格構造   

「内」・「外」の枠組みと関連して、日本人の自己認識や人格構造をモデル化しようとした一連  

の比較研究がある。国領（1973）は、8米の言語行動の特色の差は人格構造の差に由来するのではな  
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いかと考え、国3のように日米の人格構造の相違を仮定した。日米を比較すると、社交層が日本人  

では薄く、アメリカ人では厚い。社交層とは、「他人とつき合う際に相手が踏み込んでくるのを許  

す範囲」（困廣1973：26－7）である。社会層が厚いアメリカ人はしたがって、社交性が強く、初対  

面でもとっつきやすく、個人的事柄でも気安く未知の人に話すなどの特徴がみられる。いっぼう、  

日本人は比較的、その反対の傾向を多くもつといえる。また、日本人は自己を包む殻が薄いために  

傷つき易く、それがどぎつい表現を避け、間接的な柔らかい表現を用いるという日本人の傾向をも  

たらすのではないかと述べている。しかし、人格構造が自己と社交層に2分されるという説明は明  

快ではあるが、言語行動を説明する上ではより詳細な説明を加える必要があると思われる。  

図3．日本人とアメリカ人の性格（囲廣1973より）   

これに似た論議はBarnlund（1975）にもみられる。Barnlundは自己が私的自己と公的自己に分か  

れているとし、日本人が自覚する自己の範囲がアメリカ人のそれと違うために起こるコミュニケー  

ション上の問題を明らかにしようとした（図4）。   
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図4、公的自己と私的自己（Barnlund1975より）  
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この図の中心にあるUは無意識の部分を含む「自己」の核であり、人からは侵されない領域であ  

る。それを囲んでPrivate Self（私的自己）とPubllCSelf（公的自己）が広がっている。私的自己は  

親密な関係のまわりの人とはコミュニケーションが成り立つ領域で、公的自己は、“aSpeCtSOf  

personthatarereadilyavaIlableandeasilysharedwithothers．”（Barnlund1975：33）とあり、プ  

ライベートではない公的な会話ができる領域と解することができる。日本人とアメリカ人を比較す  

ると、日本人は私的自己の領域が広く、公的自己の領域が狭い。いっぼう、アメリカ人は私的自己  

の領域が狭く、公的自己の領域が広いため、他人と親しく交わることを肯定する気持ちが強い。こ  

のような特性をもつ両者が交わったとき、日本人が日本型のコミュニケーションを押し付けると、  

アメリカ人は日本人に対して「冷たい」、「他人行儀」、「形式主義」、「遠回し」といった判断をしが  

ちになる。いっぼう、アメリカ人がアメリカ型のコミュニケーションを押し付けると、日本人はア  

メリカ人に対して「なれなれしい」、「大げさ」、「繊細さに欠ける」、「ずうずうしい」といった評価  

をしがちになることが考えられるという。園廣（1973）の「自己」はBarnlund（1975）の“私的自己，，  

にほぼ匹敵し、「社交層」は“公的自己”にほぼ相当するとみられる。しかし、Barnlundは無意識  

部分を含む「自己」＝Uを同心円の中心におくことで、人からは侵されない領域を設け、自己を3  

層に分けたことになる。   

いっぼう井出（1977）では、日本人の人格構造がより綿密にアメリカ人のそれと比較されている（図  

5）。ここでは、圃廣（1973）やBarnlund（1975）のように自己を私的部分か公的部分に分けるので  

はなく、人格構造が自己と社会の関連によって語られている。換言すれば、「内」・「外」の観点  

から述べられているといえよう。したがって、この図では自己がそのまわりの人間をどのように捉  

えているかに焦点がある。  
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図5．日本人とアメリカ人の人格構造（井出1977より）  

自己のまわりの円（斜線部分）は日本人では狭く、アメリカ人では広い。日本人は「内」の関係  

でつき合える人間が少なく、アメリカ人では多いことになる。そしてその外円である「外」の層は、  

日本人が広く、アメリカ人が狭い。つまり、日本人は心的距離をおいてつき合たい相手が多く、ア  
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メリカ人は比較的少ないことになる。この図はBarnlund（1975）と同じように3層の同心円である  

にもかかわらず、2番目の層の厚みがまったく反対になっている。これは、Barnlund（1975）が措  

いた円があくまでも人間の人格構造に焦点をおいているためで、自己がどの程度他者の進入を許す  

かを問題にしている。したがって日本人は公的に会話のできる自己の部分が少なくなっている。いっ  

ぼう井出（1977）は、自分以外の世界を自己にどの程度近いか遠いかで類別しているかに焦点がある。  

したがって、図5では自己に近い親密な層がアメリカ人より狭くなっている。すなわち、視点の違  

いはあれ、3者の論文において、日米の相違に関して同じような結論を引き出しているといえよう。  

井出の図の日本人の同心円は本稿で提示したウチ・ソト・ヨソの図（図2）と類似している3）。し  

かし、井出論文中には本稿で定義したヨソとみなされるべき人間層の指摘があるものの、ヨソの層  

は図示されていない。   

このほかにも、「内」・「外」に関連した議論はさまざまな研究領域でなされ枚挙にいとまがな  

いが、とりわけ比較言語や文化の観点からは有益な示唆を含んでいる。しかし、ヨソの層に対する  

注意はあまり払われていないし、ヨソの部分を含んだ日本人のコミュニケーションバターンがこれ  

まで言語的焦点になった例は寡聞にして知らない。そこで次節では、なぜヨソの層にも注意を向け  

る必要があるのかについて述べる。  

3．ウチ・ソト・ヨソの意鼓   

筆者は、日本語の「感謝」と「詫び」の関連性について研究してきたが、この研究において、「す  

みません」などを代表とする詫び表現が、感謝やあいさつとして多用される実態をみた。そして、  

この傾向は被験者（大学生を中心とする青年層）の相手が指導教官（特に緊密ではないが関連があ  

り（ソト）目上の関係）のとき、著しく増大することが明らかになった（三宅1993，1994）。この  

ような知見は、井出・他（1986）の結果からも得られる。この研究は、「ベンを借りる」という依頼  

行為において、依頼する相手によって待遇度と言語表現にどのような変化が現れるかを調べたもの  

であるが、それによると、「相手が指導教官の時もっとも改まった態度で接する」ことが明らかに  

なり、しかも「依頼内容の重さと相手の遠いとを比べると、相手の違いの方が丁寧さの変化の強い  

要因になっている」という。このように、ソトの人間に対して日本人は、きわめて敏感で注意深い  

待遇をしたり言語表現を使ったりする。ところが、ヨソの人間に対してはこのような傾向はみられ  

ないのである。三宅（1993）の感謝と詫びに関する調査にそって述べると、ヨソの人間に対しては、  

ウチの人間よりも感謝やあいさつを意味する詫び表現が多くはなるが、ソトの人間とは比べものに  

ならないほど少ないという結果が出た。いっぼう、井出・他（1986）の調査結果からヨソのカテゴリー  

といえる人間を摘出してみたところ、このような人間に対して被験者は、丁寧慶のスケールでいう  

と中程度の待遇をし、表現の丁寧度でも中程度のものを使うことが分かった。この2つの調査から、  

ヨソのカテゴリーの人間に対して、日本人はウチともソトとも違った対応をすることが示唆された  

といえよう。  
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いっぼう、心理学、精神分析の分野の研究に眼を向けると、やはりソトとヨソのカテゴリーを別々  

にもうけて考える論拠をみることができる。この分野の研究では、しばしば日本人の対人恐怖症の  

特殊性が問題にされてきた。欧米人に比べて日本人は対人恐怖症が圧倒的に多いが、そのなかでも、  

相手が特に緊密ではないが関連がある「半知り」（笠原1977）のとき、その傾向が著しいという。  

中山（1988）は日本人の人間関係をウチ・ソト・ヨソに分け、「半知り」の相手をソトの関係とした。  

この分類を参考に、日本人の言語行動に即して構成してみたのが図2であった。本節ではさらに、  

この図を使い、英米人の自己対社会観をウチ・ソト・ヨソの枠組みで想定し、日本人のものと比較  

してみることにする（図6）。このような比較によって、日本人の特性をより鮮明にとらえること  

ができると考えるからである4）。  
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図6．ウチ・ソト・ヨソモデル（日・英米比較）   

まず、日本人の図を見てみよう。前述したように、ウチは親や兄弟のようなきわめて自己に近い  

関係の人間のいる層である。自己とウチの境界は点線で示されているように、時に曖昧となる。ウ  

チの外円にはソト、大学の手旨導教官や会社の上司のような自己と関連のある人間群である。ウチと  

ソトの境界はハッキリと線が引かれる。もちろん、この境界は状況によって収縮する。例えば、会  

社の上司のように、直接話す時は高い丁寧度の言語表現を使う相手でも、外部の人間に対しては、  

ウチの人間として謙譲語を使う対象となる。このソトの外円がヨソである。この領域はふだんは自  

己と関係のない人間群で構成されている。通りがかりに道を聞かれたり、電車の中で足を踏んだな  

どで一時的に関連をもつような相手で、相手に関する情報は極めて少ない。また、自分がどのよう  

に思われようがあまり支障がない相手でもある。このような相手に対しては、日本人は極めて冷淡  

で気配りのない行動をとることも多い。例えば、取引先の人間には丁字で気配りを尽くす会社員が、  

仕事を終って電車に乗ると、高いびきをかいて周りに迷惑をかけたり、鼻くそを平気でとり続ける  

不躾さは、このようなヨソ意識からくるものであろう。「礼儀正しく丁寧」とステレオタイプ的に  

いわれる日本人が、外国人からひんしゅくをかい、不信感を抱かせるような場面でもある。したがっ  

て、ソトとこのヨソとの境界も、実線で措かれるべきハッキリしたものがある。しかし、相手の情  
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報が多くなり、自分との関連ができると、この境界線も収縮してヨソの人間はソトヘと繰り込まれ  

る。団地のエレベータで挨拶もしなかったような人が、子供の小学校が同じことに気づいて急に丁  

寧になったりする例などである。   

次に、同じ枠組みを使った英米人の図を見てみよう。ウチ・ソト・ヨソの層の幅は日本人のもの  

とは違う。中心の自己は、まわりのウチとははっきりした線で区切られている。親しい仲間や家族  

間でも、自己の内面に関しては、一線をかくす文化である。そのまわりのウチは日本人の層よりも  

広く、ソトとの境界もはっきりしないような柔軟性のある層である。ソトとヨソの境界もはっきり  

したものではないと思われる。このような環境では、ソト層の人間をウチ層の人間のように待遇す  

ることが、‘politeness’につながることが多い。また、ヨソ層の人間をソト層に引き込もうとする  

傾向も強い。英米人が初対面でも、なるべく早いうちファーストネームで呼び合おうとする傾向ほ、  

ソトからウチの関係へと引き込むことをよしとする規範からであり、まったく知らない人にでも気  

楽に声をかけたり冗談を言ったりする傾向も、ヨソとソトとの境界が弱いものであることを示して  

いる。‘politeness’の較点から付言すれば、日本人の「丁寧さ」は、ソト層の人間をウチ層の人間と  

区別する待遇や言語表現をすることで実現されることが多いといえよう。  

4．ヨソに関する研究の方向性   

前述した井出・他（1986）の「ベンを借りる」という依頼行為についてもう少しくわしく考えてみ  

たい。この言語調査では、20種類の人間に対してどのような丁寧鹿で待遇するか、また、どのよう  

な丁寧度の言葉を使うかを調べているが、本稿のヨソの層に相当するカテゴリーの人間は、待遇度  

のスケールでいえば、高位置（教授のようなソトで目上のカテゴリー）と、低位置（親友や家族の  

ようなウチのカテゴリー）の中間の層を形成している。また、丁寧度の違う表現の使い分けに関し  

ても、おおむね中間位置を占めている。ウチやソトに比べて心理的距離からいえばいちばん遠い位  

置にあるヨソの人間に対■して、待遇度と言語表現はウチとソトに対するものの中間に位置するので  

ある。一般に、たいへん大まかな言い方をすれば、ウチの人間には自己と近いため敬意を示す必要  

が少ない（非丁寧）が、ソトの人間には自己と距離があるため、円滑なコミュニケーションを行う  

ためには敬意を払う必要がある（丁寧）と考えられてきた。距離がいちばん離れている人間に対し  

て、丁寧度が中間である現象は、どのように説明されるべきであろうか。これに答えるため、自己  

からみてヨソの人間が根本的にもつと思われる2つの要素を考えた。  

1）不確実性（uncertainty）  

2）無関心（indifference）  

1）の「不確実性」は、自己の視点からみれば、ヨソの人間に関しては情報がきわめて少ないこと  

をさす。見かけや状況からどのような人間であるかを判断して行動するしかない。反対に、見られ  
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る側の自己にとっても、その場限りの情報で判断されてしまうという不確実性からくる不安がある。  

2）の「無関心」は、かりにヨソの人間と突発的になんらかのコミュニケーションが成立しても、一  

時的なもので、これからも関係がないだろうという意識をさす。これらの要素をもったヨソの人間  

に対して、H本人はどのような行動をとるかを考えてみよう。「不確実性」を強く感じる場合には、  

ヨソの人間に対して比較的丁寧に待遇したり丁寧な表現をするという安全な方略を使うことが考え  

られる。また、早くヨソからソトのカテゴリーに引き込もうとする傾向も考えられる。例えば、外  

国人がしばしば不服をいうことだが、なにかのきっかけで会った日本人にすぐに個人的なことを根  

ほり菓ほり聞かれる（年齢、仕事、出身地、結婚しているかなど）ことなどはいい例であろう。早  

く情報を得て相手をカテゴリー化し、位置づけをしようという方略のひとつと考えられる。また、  

見られる側としての自己からいえば、自己を上品にみせる美化的効果をもった丁寧な待遇や表現を  

選ぶことも考えられよう。誰に対してもいつも丁寧という人もいる（内省では、このような傾向は  

女性に多いように思われる）。あるいは、ヨソの人間の視線と思惑が気になって、人前で素直にバ  

スの席が譲れない、因っている人に声がかけられない、などの現象（学生の談言副二よる）もみられ  

る。井出・他（1986）調査の結果で待遇度と待遇表現が中程度という結果が出たのは、依頼行為とい  

う、ヨソの人間とやむなく「借り」の関係をつくる場面性を考えたとき、「不確実性」に対する安  

全性の方略をとった結果と考えられる。   

いっぼう、「無関心」の気持ちが強いと、どう評価されようと自分には影響がないので、不躾で、  

迷惑を考えない態度につながる。前述した会社員の電車での高いびきゃ、立っている人もいるよう  

な電車の中で、二人分ぐらいの席を占領して平気な態度、ポルノ本を堂々と広げて読む姿などはい  

い例であろう（内省では、このような傾向は男性に多いように思われる）。また、無関心のままで  

関係を終りたいといった傾向も観察される。   

ヨソの層とのコミュニケーションには、一一般的に、自己の自覚が伴わないことが多いと思われる。  

それが、これまで研究の対象として省みられなかった理由のひとつであろうが、このような領域を  

研究するには、アンケート調査のような内省を頼りにする種類の研究は不向きであろう。このよう  

な研究には、できるだけ自然な環境のなかで得られたデータを分析することが必須である。   

今後の研究の課題として、考察に必要な観点を述べると、まず、1）ヨソ意識は人によって遠いが  

ある。2）ヨソの人間に対してどのような意識をもつか、と、どのような表現を使うか、は切り離し  

て考察すべきものである、ということがいえよう。データが得られる可能性のある状況としては、  

セールスマンや宗教の勧誘などの会話におけるディスコースの分析、通行人に道を聞く、きっかけ  

をつくって話しかける、レストランや切符売り場でサービスを受けた後の客の反応調査などが考え  

られる。状況設定や分析をする際、恩恵を受ける側と恩恵を与える側がどちらであるかなど、どの  

ような要因が存在するかを認識しておくことが必要である。  
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5．まとめ   

本稿ほ、日本人の言語行動を考察する枠組みとして、ウチ・ソト・ヨソの概念を提唱した。従来  

の「内」・「外」の枠組みでは扱われなかったか、暖昧に処理されてきた「自己とはふだん関係が  

ないがなんらかのきっかけで一時的に関係をもつ種類の人間」のいる領域をヨソとし、このような  

人間に対する言語行動にも、日本人の特徴がみられることを明らかにした。また、このような自己  

とヨソの関係を研究する社会言語学的調査の可能性を考えた。そして、ヨソの人間がもつ基本的要  

素として、「不確実性」と「無関心」を仮説として設定したが、この仮説をもとに自己－ヨソのイ  

ンターアクションがみられる状況での調査・研究を進めていくことが、今後の課題である。  

注  

1）本稿で定義したウチ・ソト・ヨソとの混乱を避けるため、従来からの定義で使う場合は「内」・   

「外」と表記する。なお、日本語教育方法研究会の第1回研究会（1993年9月23日）発表にお  

いて、大坪一夫氏より「内」・「外」の用語がin－grOupとoutgrOupの翻訳であり、日本人は「外」  

という言葉を日常的に使わない、従って日本語の使われ方を説明するには適切ではない，とい  

う旨の御指摘をいただいた。本稿のウチ・ソト・ヨソの用語が「内」・「外」の影響を受けて  

いることを考えるとき、ウチ・ソト・ヨソという区分には紛らわしさが残り、用語としては避  

けるべきものなのかも知れない。しかし、現在のところ、それに代わる適切な用語が見つから  

ないため、暫定的にウチ・ソト・ヨソを使いたい。  

2）土居（1975）、Lebra（1976）、Buchnik（1992）などにも類似した指摘がある。  

3）本稿のウチ・ソト・ヨソの図は、独自に構想をたてていたものだが、井出（1977）をはじめ困贋   

（1973）およびもarnlund（1975）の図も参考にした。  

4）英米人を同列にして述べることには疑問があろう。おのおのの言語行動に多少の相違があるこ  

とは、筆者の観察や調査（三宅1992）などでも明かであるが、この図のような日本人との対  

比においては、おおむね同じように論じられると考えた。また、日本社会からみた枠組みであ  

るウチ・ソト・ヨソを英米世界に当てはめてみることにも異論があろう。しかし、本稿で示し  

たウチ・ソト・ヨソの定義にかなった人間の層は、英米にも存在するはずである。  
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